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「探究し続ける縣陵人」のための情報誌 

 今回、「新・日本代表」に選ばれたの

は、金子泰雅さん（2B）、田邊彩花さん

（2B）、花村怜海さん（2B）。いずれも

探究科の生徒だ。 

金子さんは来年 3 月中旬からの 2 週

間、オーストラリア・ブリスベンへの短

期留学を企画。約 30 万円の助成を受け

る。田邊さんは今年 10 月中旬からの 3

週間、フランスへ留学する。助成は約 16

万円。花村さんは早速 7 月 10 日からオ

ーストラリア・ブリスベンの高校へ 1 年

間留学する。月に 15 万円助成を受ける

予定だ。 

 

発行 探究学習推進室 
〒390-8543 松本市県２－１－１ 
松本県ケ丘高校  TEL 0263-321142 

このプログラムの場合、いわゆる「語

学留学」では通らない。設定された募集

枠は、「マイ探究コース」「社会探究コー

ス」「スポーツ・芸術探究コース」の３

つとなっており、「探究」がキーワード

となる。いかに自分ごととして「探究」

したいテーマを持ち、それをエントリ

ーシートに表現し、プレゼンするか。周

到な準備と情熱とが必要だが、周囲の

協力を得ながらのエントリー活動に 3

人は「応募するだけでも大きな勉強に

なる」と口を揃えた。 

（裏面へ） 

縣陵生、 

「日本代表」になる。 

文部科学省による官民協働海外留学支援制度、「トビタテ!留学

JAPAN」の「新・日本代表プログラム」に今年度、縣陵から一挙

３名が採用された。県内からは 15 名が採用。そのうちひとつの

公立高校からの採用数としては、ダントツのトップとなる。3 人

はそれぞれオーストラリアやフランスを 2 週間～1 年留学する。 

今年度 一挙 3 名「トビタテ」で海外へ 

事前研修会で教わった「トビタテポーズ」の花村さん、金子さん、田邊さん 

トビタテ留学 JAPAN 

とは 
 
より若い時期からの海外経験を

将来の留学につなげるため、高校段

階からの留学の機運醸成・支援を行

う、文部科学省のプログラム。 

 2014 年度より実施してきた「日

本代表プログラム」の基本理念やコ

ミュニティを受け継ぎつつ、より発

展的に進化した事業として、将来、

「社会にイノベーションを起こす

グローバル探究リーダー」として日

本の未来を創る人材を育成すると

している。 

 第 8 期生（2023 年度）の募集は

2023 年 2 月に開始し、4 月下旬に締

め切った。高校生では全国から 919

校 2238 人の応募があり、そのうち

443 校 708 人が採用された。 

 1 期から 7 期までの間、本校では

4 名が採用されている。コロナ・パ

ンデミック下では、採用されたもの

の、オンライン留学への切り替えを

余儀なくされたこともあった。 
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 金子さんは、ご家族が働く介護福祉施

設の状況を見聞きし、日本の介護福祉の

ありかたに興味を持つ。今回の留学では、

オーストラリア・ブリスベンの語学学校

を拠点に、午前中は語学研修、午後は福

祉施設でのボランティア研修を予定し

ている。ホストファミリーにも、高齢者

のいるお宅をお願いした。 

 日本は長寿国ではあるが、高齢者の

QOL は高いとは言えないのではないか。

そんな疑問を抱きながら、豪州と日本と

の福祉への考え方や方法論の違いを学

び、日本に持ち帰りたいという。また、

福祉政策のありかたにも興味を持つ。 

 

 

 2014 年にスーパーマーケットの食品

廃棄を禁止する法律を制定したフラン

スは、「フードロス対策」の最先端国とも

言われる。食文化の国としても知られる

フランスだが、日本の「もったいない」

文化とはまた違った「食」への美意識が

あるのではないか。そんな問題意識もあ

り、田邊さんはフランスの「都市農業」

に着目。市民文化と食料生産の結びつき

を肌で探究する。 

 10 月中旬からの 3 週間、フランス・

パリの語学学校を拠点に、「都市農園

（NATURE URBAINE）を訪ねたり、「み

んなの冷蔵庫」の考え方を学んだりする。 

 

 

 家庭でペットとして飼っていた犬が

病気になった時、助けてくれた獣医師と

いう仕事にあこがれていた。いつしかそ

れは「人間」と「動物」とのの共生社会

の実現へと興味が広がり、今回、豪州に

おける野生動物保護活動などを学ぶ。 

 1 年間の留学ではブリスベンの高校に

在籍し、通常の授業をこなしながら、環

境・野生動物保護団体のボランティアな

どに従事する。その探究活動費に充てる

ため、「トビタテ」から月 15 万円の奨学

金を得た。毎月日本へ活動成果を報告す

ることになっている。 

 「日本の動物園や水族館は、まだまだ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉といえば北欧というイメージが

あるが、英語の通じやすい豪州を選んだ

のも、探究テーマに没頭するためだ。現

在英語に不安がないわけではないが、事

前研修で友人におそわった英語の鍛え

方を参考に、アプリなどで英会話を特訓

し、出発する 3 月に間に合わせる。 

 サッカー部に所属する金子さんは、部

活動と応募書類の準備や面接準備との

両立にとても苦労したという。しかし、

両親からの、「大人になってからでは難

しい挑戦もある」という言葉を胸に、「こ

のチャンスを逃せば取り返せない」とい

う思いで踏ん張った。 

 

 

 １年次の探究学習では、薄川に生息す

る外来種「アメリカセンダングサ」を扱

った。植物が好きで、ハイドロポニック

スを活用したパリの垂直農業にも興味

をもった。フランスの都市農園ではビル

の屋上で収穫された野菜がその建物の

レストランで提供されるという。無駄の

ない「食」のエコシステムから学ぶこと

は多い。 

 今回のチャレンジについて、「挑戦す

ること自体に価値があった」という。高

いハードルだったが、家族はいつも自分

のやりたいことを尊重してくれた。もし

日本代表に選ばれなかったとしても、一 

 

 

見せて楽しんでもらうという要素が大

きいと思いますが、オーストラリアのそ

れは生物を学習するためのものだとい

う面が大きいと聞きました」と話す彼女

は、以前、山火事で犠牲にった野生動物

の現状をメディアで目にし、心を痛めた。

人間の社会活動によって、動物が犠牲に

なる現状に、どう立ち向かってゆくか。

自然をリスペクトする豪州で人間と自

然との関係の根本的な考え方を学びた

いという。 

 本校出身で現在大学 2 年生の花村さん

のお姉さんも、海外へのチャレンジに積

極的だ。そんな気質を受け継いでか、「 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「トビタテ」の日本代表には「エバンジ

ェリスト（伝道師）」としての使命も課さ

れる。戻ってきたら「留学という経験を

多くの高校生に伝える」と意気込んだ。 

 

 

 
 

流企業の人事の方との面接など、すでに

普通には経験できなかったことばかり。

だから、「トビタテは挑戦の意義を実感

できるプロジェクト」だと語った。 

 

 

 

 

迷うことがあっても、行動すれば必ず得

られるものがある」との信念をもつ。縣

陵生がさらに留学に挑戦できるよう、自

らの行動を多くの人に伝えるつもりだ。 

 

 

 

 

 

 

介護福祉のありかた考えたい  金子さん 

金子 泰雅さん（2-B） 

フランスの「食」を「生産面」から  田邊さん 

田邊 彩花さん（2-B） 

野生動物との共生探る 1 年間  花村さん 

花村 怜海さん（2-B） 

 

挑戦する力を 

分けてもらおう 

 今回はたまたま採用になった 3 人を紹介したが、落選してしまった縣陵

生もいる。しかし、挑戦することそのものに「価値」があることは明らか

だ。今回勇気をもって「トビタテ」に挑戦したすべての縣陵生に敬意を表

したい。そして、もし留学に限らず自分の世界を広げることに迷っている

縣陵生がいるなら、挑戦する力と勇気とを 3 人から分けてもらおう。彼ら

の勇気は、同じ縣陵生として、同じ高校生として、あたたかく「あなた」

の背中を押してくれるはずだ。 
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